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・跡見女学校(明 8. 11) 
これらの学校の教育内容は、 j葉学と習字を教えるところから、漢学と英学を中心とするところ、英学を
中心とするところ、漢学、英学、算数、理科、裁縫など諸教科に力を入れているところなど様々である。





































































































































































































































年次 男 女 平均
% 。16 % 
明治6 39.9 15.1 28.1 
7 46.2 17.2 32.3 
8 50.8 18.7 35.4 
9 日.2 21.0 38.3 
10 56.0 22.5 39.9 
1 57.6 23.5 41. 3 












九鬼陵ー・畠山義成など多士済々である。また、明六社は明治7年 (1875) 2月から月 2回程度『暁六雑
誌jを出し、講演会を催すようになる。



































































































































































































































































































































































































































































保全 (23歳)、浅間一 (24歳)、関信三 (3歳・明治9年採用時)であり、女性が近藤浜 (37歳)、
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明治13年 (1880)から明治17年 (1884)頃までは、女子教育の萎縮期であり、明治15年 (1882)7月、
東京女子師範学校に附属高等女学校が設置されるなどいくつか注自に値すべき動きはあったが、全体に女
子教育は停滞している。



























































































































































(1) 山)1菊栄{女二代の記j、平凡社、昭和50年初版第4刷(昭和41年初版第 l刷)、 p.58
(2) 東京都稀兼発行 f東京の女子教育i、東京都、昭和36年、 pp.28-29
(3) 名倉英三郎 f臼本教育史i、八千代出版、昭和60年、 2測(昭和59年 初版)、 p.125
(4) 鳩山泰子 f鳩山泰子 我が自叙伝j、日本問書センター 、 1997王手、 pp.33ω34
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(14) 大越哲二「最初の夜、安穏学生 新王寺 褒と岩倉使節団、そしてヴィーズパーデン-J、同志社大学人文科学研究所・社史
愛出英雄と草創期の幼稚国教育に関する研究(5)
一愛国英雄と明治前半期の女子教育との関わり一
資料室 f新潟研究 90-'i子及び91号、 1999年及び2000年
(15) 上掲番、東京都綴兼発行『東京の女子教育j、p.9
(時間上、 p.lO























倒 東京女子商害事師範祭校 f}O文京女子高等締範撃校第六年報 自明治十二塁手九月 三三明治十三年八月j、明治13年、 p.18
同 f新開いはらき 英雄裁J、大正14年12月17B
制1) 向上
倒 E院議 |潟 白総先生校註・長門 佼佐*向勝擦疏 f築設蒙求校本』、~京主宰E季五議1堂、江戸刻、 pp.64-65
附原義(前線)・東係耕(後編)r先官接談J(前編・後編合本)、明治44年16版(明治25年初版)、 p.前 l






















初) 上掲議、共立女子学問百年史綴纂委員会、 pp.2-3 
晃
他に、一般的な事柄に関しては三省堂編修所『大辞林J(1989年版)を多く参考とした。漢字については、藤堂秋保他繍
『漢字源 改訂第四版j(2007年版)を主に参考とした。
※ 本稿作成にあたり、高橋清賀子先生、鳩山会館、お茶の水女子大学図書館、八王子市立郷土資料
館の皆禄には大変お世話になりました。改めて御礼申し上げます。
